
歌
の
周
辺

平
成
２
年
の
作
。
遥
か
な
南
の
海
上
に
補ふ

陀だ

落ら
く

と
い
う
山
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
観
世
音
菩
薩
が
住
ん
で
お
り
、
中
世
の
こ
ろ
菩
薩
を
拝
み
た
い

人
は
小
舟
で
海
に
漕
ぎ
出
し
た
。
そ
ん
な
伝
説
を
詠
ん
だ
歌
が
「
ふ
だ

ら
く
を
目
ざ
せ
し
ひ
と
は
死
の
の
ち
も
た
の
し
み
に
け
む
と
は
の
水

行
」
と
い
う
一
首
で
、
そ
れ
に
続
い
て
掲
出
歌
が
あ
る
。
こ
れ
は
〈
草

の
葉
を
登
っ
て
ゆ
く
天
道
虫
よ
、
キ
ミ
は
い
い
な
。
昔
の
人
は
菩
薩
を

拝
み
た
く
て
広
い
海
に
漕
ぎ
出
し
て
、
地
球
が
大
き
く
丸
い
こ
と
を
感

じ
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
が
、
キ
ミ
は
遠
い
補
陀
落
な
ど
に
憧
れ
た
り

し
な
い
か
ら
、
一
生
を
平
和
に
生
き
て
ゆ
け
る
ね
〉
と
呼
び
か
け
る
気

持
ち
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。�

（
高
野
公
彦
）



【
鑑
賞
】
第
五
歌
集
『
水
行
』
の
最
後
、「
世
紀
末
」

五
首
の
中
央
に
置
か
れ
た
一
首
。
四
句
で
「
地
球
」

と
い
う
言
葉
を
見
た
瞬
間
、
読
者
の
意
識
は
小
さ
な

昆
虫
か
ら
一
気
に
宇
宙
へ
飛
ば
さ
れ
る
。
半
球
形
の

天
道
虫
と
球
体
の
地
球
が
は
る
か
に
呼
び
合
い
、
そ

の
飛
躍
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
だ
。
三
句
以
降
は
い
つ
か

天
道
虫
が
真
実
を
知
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
わ

せ
る
表
現
で
、
空
間
と
時
間
の
広
が
り
を
持
っ
た
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
歌
で
あ
る
。�

（
尾
崎
潤
子
）

高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
54

草
を
の
ぼ
る
天
道
虫
よ
汝な

れ

は
ま
だ
地
球
が
丸

い
こ
と
を
知
ら
な
い

―
『
水
行
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）



ふるさとコレクション―225
老司の堰（福岡県福岡市）
　福岡市南区に老

ろう

司
じ

の四つ角として昔から知られた交通の要所があ
り、そこを曲がるとすぐに警

け

弥
や

郷
ごう

橋
ばし

が見えてくる。「老司の堰」は
この警弥郷橋がかかる那珂川を堰き止めるために作られた堰である。
　老司の堰が作られたのは江戸時代で、黒田官兵衛・長政親子によ
り福岡城の防衛戦略の一環として構築されたと伝えられている。敵
が攻めてきた際には堰を切ることで下流の警弥郷一帯を水浸しにし
て敵を退散させるというものであった。
　現在は可動堰として整備されているが、この整備にあたっては、
昭和28年６月の那珂川大洪水で老司の堰が決壊し、付近の灌水田
の植え付けが不能になったことから、市当局と水利組合が協力して
建設にあたり、翌29年３月下旬本井堰を竣工したと、堰のすぐ横
にある記念碑に書かれている。堰の大きさは堰長90.8ｍ、堰高2.2
ｍとネットに出ていたのでかなりの威容である。
　また、この堰には江戸時代の同時期に設置されたと言われる石

いし

井
い

樋
び

と呼ばれる取水口が現存しており、その水が下流220町歩の水田
を潤したと近くの説明板に記載されている。
� （写真・解説：栗山　貴臣）
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